
令和７年度（第18回）国土交通大臣賞〈循環のみち下水道賞〉

イノベーション部門
菌体りん酸肥料『循かん大なごん』
～燃料と肥料の二刀流で循環型社会に貢献～

名古屋市上下水道局

Key Person
全国初の事例であるため、フロントランナーとしての生みの苦しみがありました
が、粘り強く取組みました。
本取組により、下水汚泥を肥料利用するための新たな手法を提示できたのではな
いでしょうか。同様の固形燃料化事業を実施する自治体への、波及効果を期待し
ています。
今後、『循かん大なごん』の有効利用先拡大に向けて取組を継続していきます。

受賞事例の概要
○全国初！下水汚泥固形燃料化物の「菌体りん酸肥料」登録
○下水汚泥の肥料利用を通じ、循環型社会の構築に貢献

PR ポイント!
厳しい財政状況の中、新たな設備投資をすることなく、最小限の経費で下水汚泥の肥料利用を可能としました。
また、従来の燃料利用による温室効果ガス排出量の削減に加え、肥料としても利用する二刀流で、循環型社会
の構築と肥料の国産化に貢献できます。
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